





















　The educational example and consideration about creation of a “claim”
―It aimed at raising the talented people of the intellectual property field by the 
education of creation of a claim.―
Hiroaki MAJIMA
Abstract
　The technical scope of a patented invention is determined based upon the statements 
in the scope of claims attached to the application. Therefore, only people with special 
knowledge can create the claim of the proper scope. In this paper, the example of the 
education for creating the claim which I performed at the lecture of the university is 
introduced. And at this lecture, it made “to create the claim of the widest possible scope” 
into the policy objective. In order to achieve this aim, the “double clip” was used as teaching 
materials.





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14 　特許庁企画『特許ワークブック 平成12年版 書いてみよう特許明細書出してみよう特許出願−創造的研究成果を
特許に−』（2001年・発明協会）142頁・169頁には，ダブルクリップのクレイムの例として，「【請求項１】断面コ
字状の弾性板製本体の開放両端に，把手部材を回転化の回転可能に取り付けた書類挟みクリップ」が掲載されて
いる．発明の構成を明確にするという点を重視し，構成を具体化したものと思われるが，文言上の範囲という面
だけを考えればクレイムとしてはやや狭すぎる感がある．
15 　「コインロッカー事件」東京地判昭和52年７月22日（昭和50年（ワ）2564号），「ボールベアリング組立装置事件」
東京高判昭和53年12月20日（昭和51年（ネ）783号）など．
16 　なお，大学における特に演習形式の講義では，受講生の積極的な参加が必要不可欠であるが，本稿で紹介した
講義の中では，想定した後発製品を説明するため自身で模型を作成した受講生や，自主的に特許調査を行い製品
についての実際の出願例の情報を提供し，又はテーマに関連するめずらしい構造の製品を講義のために提供して
くれた受講生もいた．受講生全員の協力もあって，一応，全体として当初の講義目標を達成できたのではないか
と感じている．
